
 

 

 

鎌田甲一著 仁科博士とその時代 の転載について 

                                                     

 

 本記事は故鎌田甲一氏が 2003 年 2 月、日本アイソトープ協会で行った講演を編

集、「Isotope News」に掲載されたものである。「理化学研究所の生い立ち、仁科博

士および仁科財団設立の経緯 」を知る上で、貴重な資料であり、日本アイソトープ

協会のご好意により転載させて頂くことになった。ここにアイソトープ協会の御好意に

感謝の意を表したい。 

鎌田氏は元仁科記念財団常務理事で、残念な事に 2005 年 4 月 24 日逝去さ

れた。 

なお，若干の注を付け加えた（ｐ .34）。  
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い，じゃあ測ってみようと言われて，これも仁
科先生独特ですけれども，清水トンネルの利用
を考えられて鉄道省と掛け合った。清水トンネ
ルは日本最深の地下道ですが，トンネルの横っ
ちょに，鉄道点検用の側室が 800メートルおき
にあるんです。それを，とうとう借りることに
成功して，この写真は宇宙線の測定装置を持ち
込んでいるところです（写真 9）。これが宮崎
友喜雄先生です。初めは水深 800メートル相当
のところから始めました。そして，清水トンネ
ルのいちばん深いところは，水に換算すると
3,000メートルにもなるので，そんなところに
宇宙線が来るのかどうか分からなかったのです
が，結局そこでも宇宙線があるということを発
見いたしました。その場所は宮崎さんの名前を
取って，宮崎ポイントと名付けられて，宇宙線
の最深測定記録を長らく保っておりました。こ
れは終戦後，続いての結果を仁科先生も非常に
期待しておられたんですが，原因不明の失火に
よって，測定器類すべてが焼けてしまいまし
た。仁科先生は非常にがっかりされたんだそう

ですが，日本に，地下で宇宙線を測るという伝
統がこれによって生じたんですね。ですから，
地下に潜って宇宙線を測るということを，だれ
もそう特別なことだと思わなくなって，地下観
測というのはこれから後も，日本のお家芸とな
りあちこちで行われるようになりました。最
近，小柴昌俊さんがノーベル賞を受賞されまし
た。岐阜県・神岡町の神岡宇宙素粒子研究施設
も地下観測施設として実ったわけですが，日本
において初めて宇宙線の地下観測を始めたとい
うことも，仁科先生の大きな功績の 1つであり
ます。

―サイクロトロンの製作―

次に，大きな功績の 1つは，サイクロトロン
を作られたことです。サイクロトロンは 1932

年にアメリカのカリフォルニア大学のローレン
スが，素粒子を加速する装置として発明しまし
た。湯川先生は，湯川中間子という理論を作ら
れましたが，実験で物の中を調べるのにはやは
り壊してみるのがいちばんいいわけです。壊す
ためには，原子核というのは非常に重くて固い
ですから，ほかから素粒子を加速してぶつけて
やる。そして，壊れて何が出てくるかというこ
とを調べる。そのために粒子を加速するという
ことが大きな問題になってきた。そこで，加速
器が必要だということで理研でも作ることにな
り，ローレンスに助言を仰ぎました。ローレン
スは非常に親切にいろいろなことを教えてくれ
ました。最初に仁科先生が作られた小さい加速
器（重さ 23トン）は，1937年に無事完成しま
した（写真 10）。これは，生物とか化学の人が
アイソトープの生産に使うとか，またエネルギ
ーが小さくてもできる中性子や原子核の仕事を
やり，かなり成果を上げました。しかし，仁科
先生の本当のねらいはもっとでかいやつを作る
ことで，その後 60インチの大型サイクロトロ
ンを作ることに着手されました。仁科研にいた
若い物理の人たちは，大型のサイクロトロンの
製作のほうに動員されたのですが，この大型サ

写真 9 清水トンネル内に宇宙線測定装置を持ち込
んでいるところ（左から，関戸弥太郎，増
田時男，仁科芳雄，宮崎友喜雄，藤岡由夫）
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イクロトロンというのがなかなかうまくいかな
かった。そのとき，ローレンスが非常に応援し
てくれたんだそうです。作っている最中に第二
次世界大戦がヨーロッパで始まりまして，放射
線を加速するというような技術は軍事機密にな
ってきた。いちばんうまくいかなかったのは真
空が漏れてしまうことです。粒子を回すのには
中を真空にしなければいけない。そこで，矢崎
為一先生ら若い人をローレンスのところへ送っ
た。ところがアメリカへ着いたら，もう日米関
係が非常に険悪になっており，米軍からローレ
ンスの研究室の中に入ってはいかんということ
になって，非常にがっかりされておられたので
す。しかし，どういう方法，ルートで行われた
のか分かりませんが，ローレンスが自分で作っ
たサイクロトロンの青図を全部矢崎先生らに持
たして帰した。仁科先生は非常に感謝をされて
おりました。それを見ながら修正するところは
修正して，大型のサイクロトロン（重さ 200ト
ン）が完成したのは 1944年 1月です（写真 11）。
戦争も終わりに近づいていた頃です。
物のない戦争中ですけれども，あの大きさの

サイクロトロンは，当時，世界でローレンスが
いたカリフォルニア大学と仁科先生のいた理研

にしかなかったんですね。
そして翌年 8月，広島と長崎に原子爆弾が落

とされましたが，それが何なのか日本の軍隊に
は分かりませんから，仁科先生をさらうように
して広島に連れてって調べさせた。仁科先生は
見た途端に，原子爆弾だと断定し政府に通告さ
れた。そして原爆の調査から帰ってこられて，
研究室の人がみんな意気消沈していたところ
に，仁科先生がまず何を言われたかというと，
「サイクロの調子はどうかね」と。それでみん
な，ハッとなったというんですね。仁科先生の
お弟子さんの 1人で，その後，日本アイソトー
プ協会の常務理事をなされた山崎文男さんが，
おそらく日本中で，戦争が終わっていちばん早
く頭を切り替えたのは仁科先生だろう，もう次
に何をやるかということをずっと考えておられ
た，と言っておられました。

―サイクロトロンの破壊―

ところが，サイクロトロンは，結局占領軍に
よって壊されました。占領が始まったときに，
日本の原子核研究は禁止され，それは 6～7年
続いたのです。しかし仁科先生は，占領軍の司
令部へ行って交渉して，生物の研究なら行って
もよいという了承を得ていたんです。それが，

写真 10 小型サイクロトロン（1937年完成。四角
い箱の中にはサイクロトロン室における
被曝の影響を調べるために飼われたウサ
ギがいる。昼間だけ 2カ月間サイクロト
ロン前方 2 mの所に置いたウサギは白血
球が約半分に減少。）

写真 11 大型サイクロトロンの前に立つ仁科芳雄
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11月 20日に突然，占領軍の将兵らが来て仁科
研究室すべてを封印し，24日に大型のトラック
を乗り入れてきてブルドーザーで塀を壊し，ク
レーン車でサイクロトロンを壊し始めました。
仁科先生は，占領軍から許可を得ていました

から，占領軍の許可を得ていることと，これは
私が 10年間苦心して作ったもので，原爆とは
関係がないんだということを兵隊たちに訴えら
れました。そしてまた，この 4日間の間に直接
占領軍司令部に対して必死の交渉をしたのです
が，だめだったのです。奥さんと秘書が静かに
そばで泣いておられたそうです。そして完全に
バラバラに壊して，東京湾に投棄した（写真
12）。この写真は，日本側は写真を撮ることが
禁止されていましたけれども，アメリカのニュ
ース映画社が撮って「ライフ」という雑誌に載
った写真です。
サイクロトロンは壊されてしまいましたが，

これだけの大型のサイクロトロンをとにかく作
ったということは非常に貴重な経験になり，こ
れがその後の，東大原子核研究所のサイクロト
ロンや，高エネルギー物理学研究所の直径 1

kmのシンクロトロンなどが作られる素地を仁
科先生が作られたということだと思います。
仁科先生は当時非常にがっかりされました。

そしてこの時期に，仁科先生の研究者としての
生涯も終わりにならざるを得なかった。どうし
てかといいますと，サイクロトロンを壊された
翌月の 12月に大河内正敏所長が戦犯容疑で逮
捕されました。そうして，翌年，仁科先生が第
4代の所長に選ばれました。2月には宇宙線研
究の功績により文化勲章を受賞されて喜ばれた
そうですけれども，ちょうどその頃から理研全
体の経営に大変な苦心をされることになったの
です。
その年 1946年に連合軍司令部から，理研は

財閥であるとして解散を命ぜられました。しか
し，研究者は 800人もいた。そこでとにかくま
とめておくために理研の第二会社として（株）科
学研究所を設立し，1948年に仁科先生が社長

になられた（写真 13）。そして（財）理化学研究
所は解散いたしました。仁科先生にとってはそ
の頃は大変忙しい時期で，その年に日本学術会
議が設立され，仁科先生はその副会長になら
れ，コペンハーゲンの国際学術会議へ行かれた
りもして，とても研究どころではなかった。い
ちばん大変だったのは，（株）科学研究所が設立
されたのはよかったのですけれども，お金がな
かった。研究でもって飯を食うという途方もな
いことを考えて作ったわけなんですが，銀行は
儲かるところにしかお金を貸してくれない。毎
日のように，先生は走り回って銀行に頭を下げ
て，少しずつ所員の月給を払っておられまし
た。私は入ってまだ間もなくだったのですけれ
ども，給料の遅配欠配というのは，しょっちゅ
うでございました。私は独身で親がかりでした
から，特に困るということもそれほどなかった
のですが，仁科先生は非常に心を痛められ，体
も痛められて，それが仁科先生の命を縮めるこ
ととなった最大の原因だと私は思います。原爆
の調査に行かれたことが原因じゃないかと言う
人もいます。それも原因の 1つかもしれません

写真 12 東京湾での米軍によるサイクロトロンの
投棄（1945年 11月）
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けれども，理研の後を引き継いで真摯に 5年間
走り回られたことが，やはり体を痛められた大
きな原因だと思われます。

戦後のアイソトープ利用の始まり

―学者同士の信頼関係の中から―

次にアイソトープについてですが，アイソト
ープの製造はサイクロトロンが壊されてしまっ
ては，もうどうしようもないところです。しか
し，原子核関係の仕事をなんとかするために

は，サイクロトロンがなくてもアイソトープを
入手する方法があるということを，仁科先生は
前から考えておられました。占領軍にも行き，
日本政府にも頼み，アメリカにも頼んでアイソ
トープを輸入したいということを非常に熱心に
運動されたんですね。まだ占領下であったわけ
で，アメリカの政府としては，日本とかドイツ
とか敗戦国にうっかり放射性物質を渡すと危な
いということで，なかなか許可をしなかったの
です。しかし，これは仁科先生の人徳のしから
しめるところで，アメリカの学者たちが仁科が
使うのであれば良いと言って，原子炉で作られ
たアイソトープを昭和 25年（1950年）に送っ
てきてくれたんですね。核種はアンチモン―125

です。そして，これが契機となって，その翌年
から，だんだんアイソトープの輸入が盛んにな
ってきました。仁科先生を見ておりますと，個
人と個人との信頼関係というものがどれだけ大
事かということがよく分かりました。すなわ
ち，世界中の偉い先生方との個人的な信頼関係
が，国の将来を左右するようなことにもなるん
だということを。つまり，仁科先生が世界中の
偉い先生方で有力者になっておられた友人の信
頼を得ていたということが，日本の敗戦後の国
際的な復帰に非常に大きな力となった。
しかし，体だけはどうしようもなくて，1951

年の 1月 10日に 60歳で亡くなられました。非
常に惜しいことでございます。

（次号へ）

写真 13 （株）科学研究所の社長当時の仁科芳雄
（1948年）
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戦後の復興の中で

―アイソトープの輸入―

仁科先生は，第二次世界大戦が終わった昭和
20年（1945年）11月に占領軍によってサイク
ロトロンが壊されて以降，サイクロトロンや宇
宙線などの研究室に戻ってこられることはあり
ませんでした。それにはいろいろな事情がある
のですけれども，所長の大河内さんがその翌月
に占領軍に戦犯容疑で捕らえられ，翌年 6月に
理研は解体を命ぜられて第二会社を作るという
非常事態になったときに，世間が放っておかな
かったんですね。仁科先生は理研の第 4代所長
に就任されました。先生自身は，戦争がやっと
終わったのですから，原子核や宇宙線の研究を
始めたかったに違いない。また，研究に戻られ
ていたら，どんなにすごい研究をなされたかと
私は思います。しかし，当時の理研には 800人

もの人がいたわけですから，月給を払うために
銀行へ行ってお金を借りる交渉から理研全体の
運営までなされて，本当に休む暇もないような
ことで体を痛められたということになると思う
のです。
その中でただ一つ明るい話は，仁科先生が直

接あるいは日本政府を通じてアメリカにねばり
強い要請を行った結果，ラジオアイソトープが
占領下の中，American Philosophical Societyか
ら仁科先生に寄贈されることが 1949年にアメ
リカからもたらされたことです。このアイソト
ープの受入れのために，日本側では総理府科学
技術行政協議会（STAC）で受入体制について
協議を行い，STACが輸入，配分，法案準備な
どのいっさいの行政事務を管掌することとなり
ました。この STAC内に「放射性同位元素部
会」が設置され，仁科先生が部会長になられま
した。こうして受入体制が準備されて，1950

年 4月 9日に貨物船で横浜港に運ばれてきまし
た。そして翌日，理研の研究員によって理研に
運び込まれました。仁科先生は頑丈な木箱を開
けて大変喜んでおられました（写真 1）。入っ
ていたのは，オークリッジ国立研究所の原子炉
で照射したスズの粒子で，いわゆる“Irradiated

Unit”でした。容器の開封作業は東京大学の

＊本記事は 2003年 2月 25日～27日，日本アイソトー
プ協会本館（元理化学研究所の 23号館）の第 2会議
室で行われた講演を編集したものです。

†（略歴）：1925年生れ。1949年理化学研究所（当時，
（株）科学研究所）仁科研究室に入所。1973年東京大
学宇宙線研究所教授，1984年～1986年同研究所所長。
東京大学名誉教授。
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【特別講演】 仁科博士とその時代 ■3 ■

仁 科 記 念 財 団

（財）仁科記念財団 常務理事

鎌 田 甲 一†
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木村健二郎研究室で行われました。アンチモン
（125Sb）とインジウム（113mIn）が分離されて，
これらはトレーサとして利用されたということ
です。続いて，5月には航空便と船便で 14C，
32P，35S，59Feが寄贈されてきました。そして
この後，7月からは政府貿易の方式で正式に輸
入の道が拓かれ，翌 1951年からは民間貿易に
切り替えられ，輸入量も拡大していきました。

―仁科先生の逝去―

仁科先生はこの年（1951年），学術会議の代
表としてアメリカに行かれています。そのと
き，学術会議会長の亀山直人先生は後からアメ
リカに行かれたのですが，帰ってきてご家族
に，仁科さんは食事を摂られない，と言ってお
られたそうです。当時すでにお身体は，食事も
満足に召し上がることができないような状態だ
ったらしいのです。それから，生まれ故郷の里
庄にはずっとお帰りになっていなかったのです
が，一度だけこの年の夏にお帰りになった。そ

して，ご家族に伺いますと，その後非常に疲れ
たと言っておられたそうです。
仁科研究室には武見太郎というお医者さんが

おられました。ご存知の方もあるかもしれませ
んが，昔，日本医師会の会長を長らく（1957

年から 25年間）なされた方です。どうしてそ
のお医者さんが仁科研にいたのかというと，後
に人工雪を作ったことで有名な中谷宇吉郎先生
が一時期理研におられたのですが，その中谷先
生が病気になられ，あちこちの病院で病名が特
定できず助かる見込みがないと言われたのを，
肝臓ジストマと診断して治療したのが武見先生
で，その中谷先生の紹介で仁科研に入られた。
仁科研に入られたのは昭和 13年（1938年）こ
ろだったように聞いております。仁科研には物
理だけではなくほかにも生物とかいろんな分野
の人がいました。武見先生は仁科研の研究員で
もありましたが，仁科研に入られたほぼ同時期
に銀座に診療所を開設されています。そして，
仁科先生のことも診ておられたのです。武見先
生によりますと，武見先生の診療所に 11月 22

日に仁科先生から突然電話があり，当日来られ
た。仁科先生は武見先生に，（株）科学研究所
（当時）の診療所等で診療を受け，何もなかっ
たが，入院して検査をしてもらおうと思って相
談に来た，と言われたそうです。診察の結果，
「『肝臓癌』を第一に考えさせられた」ため，東
大，GHQ（連合国最高司令官総司令部）でも
診断を受けたところ診断が一致し，いよいよこ
れはいかんということで，新橋の駅のそばの川
島胃腸病院に 12月の終わりに入院されました。
12月 6日が誕生日でちょうど還暦のお祝いを
みんなでしようという準備をしておったのです
が，とうとうそれがだめで 1951年 1月 10日に
亡くなられました。雪の降る日だったように思
います。
先生のお葬式は，今でも覚えていますけれど

も，理研の中で行われました。これがすごい葬
式でして，2号館の正面玄関から正門を越えて
電車道を行って，ずらーっと参列者の行列があ

写真 1 アメリカから第二次世界大戦後初めて寄贈
されたラジオアイソトープが入った箱を開
ける仁科芳雄（1950年 4月 10日）
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って，5,000～6,000人の方が参列したというの
です。新聞によるとその年の最大の葬式のうち
の一つで，もう一つは，歌舞伎の俳優で六代目
菊五郎という名優が，やはりこの年に亡くな
り，そのときも 5,000人ぐらい参列者があった
んだそうです。

―顕彰事業へと―

仁科先生が亡くなってからいろいろな本が出
たり，追悼の記事が出たりしました。その中
で，皆様方に是非読んでいただきたいのが「仁
科先生の思い出」という湯川秀樹先生（写真 2）
が書かれた文章です。ここに何部かお持ちいた
しましたので，後で読んでいただきたいと思い
ます。湯川先生はその当時ニューヨークにおら
れ，仁科先生が亡くなられたことは電報で知ら
せを受けています。ですからこれはニューヨー
クで書かれたものです。湯川先生は達意の文章
を書かれる方で，湯川先生の仁科先生に対する
思いが非常によく分かります。概要をご紹介し
ますと，まず，「会う人の誰にでもおのずから
なる安定感を与える仁科先生」であったと書い
ています。そしてその後には，理研の「細長い
明るい部屋で先生に何度お目にかかったか。自
分のやりかけている仕事の話をすると，いつも
『そいつは面白そうじゃありませんか』と，い
かにも嬉しそうにいわれる。私は生来人見知り
が強く，父にさえ自分の思っていることが充分

いえなかった位であるが，先生にお会いする
と，自然に元気づけられ，どんなことでも楽な
気持ちで相談ができた」と，先生の人柄に触れ
ています。そしてその後に，仁科先生はいろい
ろな点で日本のほかの科学者と大変に違ってい
たということが書かれています。その一つは，
初めから物理をやろうと思って大学へ入ってき
たのではないということ。日本では当時，専攻
した分野を途中で変えることは非常に少ないこ
とでありました。徒弟関係とか縄張りとかとい
う制約が強くあったようで，専攻を変えるとい
うことは簡単なことではなかったんですね。二
つ目は，ヨーロッパに滞在された期間が例外的
に長く，かつ世界的な業績として「クライン ―
仁科の公式」を作られたこと。それから三つ目
は，帝国大学のような官立の機関ではなくて，
民間の機関ですばらしい仕事をされ，終生を民
間人として過ごされ，しかも学会の中心人物の
一人であったことは更に例外的なことであった
ということです。そのほかにも，ほかの科学者
と違うところが書かれています。先生の「人間
像」について，「仁科先生は東洋的なものと西
洋的なものの均衡ある調和によって支えられて
いた」と。そしてまた，世界の有名な物理学者
の中では東洋的なものと西洋的なものとを併せ
もっているような人というのは，自分が会った
中ではニールス・ボーアとアインシュタインと
仁科先生だけであると。書かれた日にちは
1951年 2月 1日と付されています。
今，特に湯川先生の書かれたものをご紹介い

たしましたけれども，仁科先生についての思い
入れとか，仕事を褒める文章とかというのはた
くさん出ました。そういった中から仁科先生を
顕彰する事業をやろうという声が当然のように
起こってきました。

―記念財団の設立まで―

そして亡くなられてから 4年たった 1955年
に，仁科記念財団というものを作ろうというこ
とになりました。これを言い出されたのが当時写真 2 湯川秀樹（右）と仁科芳雄（左）

26 Isotope News 2004年 3月号



首相の吉田茂，それから渋沢敬三さんなんで
す。吉田首相は学者嫌いで有名な人だったので
すけれども，仁科先生に対してだけはどうも少
し違うようでありました。仁科記念財団の発起
人総会も永田町の首相官邸でやったのだそうで
す。首相官邸で財団を作ることと役員も決めら
れた。そして初代の理事長になられたのが渋沢
敬三（写真 3）さんです。これは吉田首相が渋
沢さんに理事長を頼むということで決まったと
いうことです。この方は財界の大物でありまし
て，第一銀行副頭取から日本銀行総裁や大蔵大
臣にもなられた方ですが，民俗学の研究者でも
ありました。38年前の 1917年に財団法人理化
学研究所が発足する際に渋沢栄一さんが非常に
努力をされたというお話をしましたけれども，
渋沢敬三さんはその栄一さんのお孫さんなんで
すね。何か因縁を感じます。
そして，仁科記念財団は昭和 30年（1955年）

に発足いたしました。
＊

その前年，任意団体として 1951年に設立し
ていた現在の日本アイソトープ協会が組織の強
化，充実を図るために社団法人に改組されまし
た。このあたりの事情についても少し触れてお
きたいと思います。

仁科記念財団と日本アイソトープ協会

―同居の時代―

第 2次世界大戦後のアイソトープの輸入は
1950年のアメリカからの寄贈によって始まり，
当初は政府貿易の形をとっていましたが，1951

年には民間貿易として輸入ができるようにな
り，当初の思いのほか需要が多くなっていきま
した。その対応策の受け皿として，STACの放
射性同位元素部会―仁科先生が亡くなられた後
は茅誠司先生が部会長になられましたが―そこ
でアイソトープの使用者，研究者から成る団体
をつくることが話し合われ，5月に任意団体
「日本放射性同位元素協会」が設立されました。
事務所は，設立当初は STAC内におかれまし

たが，1952年には仁科研究室の放射線物理部
門を引き継いでおられた山崎研究室に移されま
した。専従職員がおかれたのは 1953年になっ
てからで，仁科記念財団設立準備室―現在の仁
科記念財団事務室―の一隅に机を置いて 2人ば
かりおられました。そこで横山すみさんという
方が仁科記念財団と放射性同位元素協会の両方
の事務をなさっておられたのです。ところがア
イソトープの需要がものすごく増えてきたの
で，茅先生が中心になって，法的な資格のある
社団法人を作ることになり発足したのが 1954

年，仁科記念財団が正式に財団法人として出発
したのは 1955年です。両方，生まれたところ
は同じ場所で，しばらくの間は横山さんが事務
をとりしきり，それから山崎先生や山崎研の研
究員が二つの団体の仕事を，両方ごちゃまぜの
ような感じで一緒になさっておられたようでご
ざいます。

仁科記念財団の活動

では，仁科記念財団はどうなっていったかと
言いますと，初代の理事長は渋沢敬三さんで，
1963年に亡くなるまで理事長をなされました。
2代目の理事長は，仁科研究室の理論物理の中
心的存在として活躍されたノーベル物理学賞受
賞者の朝永振一郎先生（写真 4）で，朝永先生
も 1979年に亡くなるまで理事長をなされまし
た。3代目の理事長には久保亮五先生（写真 5）
にお願いをいたしました。久保先生は仁科研と
は関係がないんですが，もうこの頃になります
と，仁科研におられた先生方は，あまり残って
おられませんでした。久保先生は統計物理の世
界的な大家であり，文化勲章も，勲一等ももら
われ，いつノーベル賞をもらうかと皆さんが言
っておられた方なんです。その久保先生に理事
長をお願いしたところ，快くお引き受けいただ
きまして，1995年に亡くなるまで理事長をや
っていただきました。現在の理事長は第 4代
で，理論物理の世界的大家である西島和彦先生
（写真 6）です。
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写真 4 朝永振一郎（仁科記念財団第 2代理事長：
1963―1979。1929年京都帝国大学理学部物
理学科卒，1932年理研仁科研究室に入所。
日本の理論物理学振興の祖である。1952
年文化勲章受章。1956年東京教育大学学
長。1965年にシュウィンガー，ファイン
マンと量子電気力学分野の基礎的研究でノ
ーベル物理学賞を共同受賞。1906―1979）

写真 5 久保亮五（仁科記念財団第 3代理事長：
1979―1995。東京帝国大学理学部物理学科
卒。専門は統計物理学，物性科学。1953
年に「久保―冨田理論」と呼ばれる，磁気
共鳴現象の量子統計力学の定式化を行い，
1957年にこれを一般化して「久保公式」と
いわれる線形応答理論を体系化した。1957
年，「非可逆過程の統計力学」で仁科記念
賞（第 3回）を受賞。東京大学名誉教授，
1973年文化勲章受章。1920―1995）

写真 6 西島和彦（仁科記念財団第 4代理事長：
1995―現在。東京大学理学部物理学科卒。
専門は素粒子論物理学。1953年，27歳の
ときに「西島―ゲルマンの規則」により素
粒子の新しい規則性を発見。1956年，「素
粒子の相互変換に関する研究」で仁科記念
賞（第 1回）を受賞。東京大学および京都
大学名誉教授。2003年文化勲章受章。
1926― ）

写真 3 渋沢敬三（仁科記念財団初代理事長：1955―
1963。渋沢栄一の孫。東京帝国大学卒。財
界関係では日本銀行総裁，大蔵大臣，国際
電信電話社長，文化放送会長など。生物学
や民族学の研究者でもあり，日本民俗学協
会会長，人類学会会長などを務めた。
1896―1963）
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これまでの財団の歴史の中で非常に特徴的な
ことがあります。それは役員にお役人とか政治
家が今まで 1人もいないことです。学者と財界
人がほぼ半分ずつです。役人と政治家は財団の
運営にはいっさいかかわっていない。そしても
う一つは政府からのお金は一文もこれまでもら
ったことがない。すべて財界からの寄付あるい
は学者のポケットマネーによる寄付で運営して
きました。それだけに世の中のしがらみと申し
ますか，縄張りとか師弟関係とか，そういうも
のにあんまり煩わされることなく，非常に自由
な雰囲気で事業を行うことができたわけです。
それでは仁科記念財団はいったい何をやって

いるのかと申しますと，主な仕事を六つばかり
しております。
簡単にご紹介いたしますと，これも発足した

ときの「寄付行為」に書いてある事業をそのま
ま今も引き継いでおります。

―仁科記念賞―

一つは「仁科記念賞」で，物理学に関する研
究で非常に優れた成果をあげた若い物理学者に
差し上げるものです。日本では物理学に対する
賞というものがあまりなかったものですから，
仁科記念賞ができたときには，非常に物珍しい
思いを皆さん持たれたと思うのです。今ではあ
ちこちに賞ができましたけれども，仁科記念賞
は 50年近い歴史もあり，非常に高い評価を受
けております。新進気鋭の若い研究者に差し上
げるというのが基本方針なのですが，賞に対す
る評価がより高くなりますと，そうもいかなく
なって，候補者がだんだん偉い先生になってき
ました。これまでに仁科記念賞を差し上げた方
は 120～130人位いらっしゃいます。その中に
はノーベル賞をもらわれた方もおりますし，文
化勲章をもらわれた方もたくさんおられるので
す。審査は非常に厳しく，これは朝永先生とか
久保先生の方針なのですが，いわゆるだれの師
弟関係であるとか，去年はこの大学の人に授与
したから今年はあの大学にするとかというバラ

ンスを考えるとかということは一切審査のとき
に問題にならないのです。これまでの研究がど
のくらい優秀な成果を収めたかということだけ
で，毎年審査をしております。それだけ評価が
高くなってきているわけです。今ではだいたい
毎年 3件ぐらいずつ，差し上げております。

―仁科記念講演会―

二つ目の事業が仁科記念講演会の開催です。
これも毎年実施しております。一つは定例の記
念講演会として仁科先生の誕生日である 12月
6日前後に，日本の物理学関係の第一線の専門
家にお願いして，各地の大学で学生を集めて講
演していただいております。そのほかに，ノー
ベル賞をもらわれた外国の方を呼んで講演をし
ていただいております。このときにいつも思い
ますのは，ノーベル賞をもらわれた先生方は大
変お忙しいのですけれども，「仁科芳雄」とい
う名前を出しますと決してお断りにはならない
のです。皆さん来てくださり，今までずいぶん
大勢の方が来てくださいました。今年も，1999

年に理論物理学でノーベル賞をもらわれたオラ
ンダのフェルトマン教授が来られます。

―仁科記念文庫―

三つ目は，仁科記念文庫というものです。仁

写真 7 現在の仁科記念室（理化学研究所当時の仁
科芳雄の研究室（37号館 2階）。部屋の壁
際から見たところ。仁科博士ご使用時の姿
のまま保存されている。）
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科記念室（写真 7）などに残されていた仁科先
生の書かれた論文あるいは論文の原稿またお手
紙やメモなどを分類し整理しておく仕事であり
ます。地味な仕事ですけれども長年続けられて
おり，仁科先生のそういうペーパーを整理して
おりますと，日本におけるこの 50年間の物理
学研究の発展に深くかかわるような資料がだん
だんできてきております。

―仁科記念奨励金―

四つ目が仁科記念奨励金です。現在は若手研
究者の海外派遣，発展途上国の研究者の来日研
究の援助，そして小規模国際研究集会への資金
補助などですが，今ちょっと基金が足りないも
のですから，このうち小規模国際研究集会への
資金補助というのは中止しております。若手研
究者の海外派遣というのは，1956年度から始
めたのですが，当時は外国へ行くことは非常に
難しい時代だったものですから，要望にこたえ
て始めたわけです。これも公募して厳重な審査
をして財団が派遣するもので，留学生ではな
く，派遣された先の国で行われる国際共同研究
の重要な研究スタッフとなっております。皆さ
ん喜んで行ってくださるようであります。た
だ，このごろは外国へ行くということはそれほ
ど難しい話ではなくなったものですから，派遣
する人数は減ってきており，現在では 1年に 2

人か 3人ぐらいになりました。今までに 120～
130人の人が行かれています。
それから，発展途上国の研究者に対する来日

研究の援助というのは，これもいろいろな大学
から要望が出まして，こちらは 1992年度から
始めたものです。
国際会議で大学の先生方が発展途上国の人と

お話をすると，「自分の国には日本で勉強や研
究をしたいという若い優秀な研究者がいるんだ
けれども，日本に行く方法がない」とおっしゃ
るんです。文部省に留学制度があるではないか
と思って調べてみますと，文部省が出している
日本への招聘計画というのは，大部分は英米独

仏の先進国からでした。また，大学の先生方か
らも，日本で学ぶことを希望している発展途上
国の優秀な素質を持った若手を日本に呼びたい
のだが，方法がないので，是非これを仁科記念
財団でやってくれないかという声が起こりまし
て，いろいろ準備をして 1992年から始めまし
た。これは公募はしておりません。財団関係の
先生方が自信を持って推薦してくださる候補者
から審査委員会で審査して毎年 2，3名の方が
来ております。受け入れ先は，日本の同じ分野
の先生に担当していただき，入国から滞在中の
お世話をお願いしているわけです。これまで一
番多く来られている国はベトナムです。6割ぐ
らいを占めています。ベトナムは，昔フランス
の植民地だった。ですから優秀な人はパリへ行
ったんです。ところが共産政権になってパリへ
行くことができなくなった。そこで共産圏のソ
連に行くようになった。しかし，ソビエト連邦
が崩壊した後は行けなくなった。そしてその
頃，ベトナム政府の中に，アジアには日本とい
う第二次世界大戦で焦土と化した敗戦の中から
立ち直って，大変な経済発展をしている国があ
るではないかということを言う人がいた。そう
いうこともあって日本に来たいという声が高ま
りました。そこで，それらの声にこたえてベト
ナムの人が来られるようにいたしました。ベト
ナム人は非常によく勉強するんですね。どこの
大学でもベトナム人が来られることには歓迎を
しております。その次に多いのが中国です。ほ
かに中央アジアのグルジアからは去年，今年と
2人来ています。あとポーランドとか台湾と
か，そういうところからも来ています。
非常に小規模ではありますけれども，こうい

う制度のもとで若い優秀な発展途上国の方が日
本に来て勉強しています。これは日本にとって
も非常に大事なことだと思うのです。こういう
研究者は日本で勉強して力をつけて帰ると，も
ともとが優秀な方々ですから，その国の研究機
関とか政府のなかでどんどん高い地位につくよ
うになるんですね。ですから，別の面から見ま
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すと，日本の外交問題などにおいても将来プラ
スになる面があるのではないかと，後からそう
いうことも思ったりしました。

―学者の招聘―

五つ目に，学者の招聘があります。学者の招
聘といいますのは，だいたいはノーベル賞をも
らった外国の先生に来ていただいて，各大学で
講演会を行ったり，あるいはセミナーに出てい
ただいたりしているものでございます。先ほど
言いましたように，「仁科芳雄」を記念した講
演会なら喜んで行くという方が大部分でござい
まして，毎年 1人位の方に来ていただいており
ます。

―出版物の刊行―

六つ目は出版物を刊行することでございま
す。これは毎年のニュースレターと，仁科記念
講演会などの講演の記録を出版物として出して
おります。
以上申し上げました六つの事業が財団の仕事

でございます。

財団創立 50周年に向かって

仁科記念財団はあと 2年いたしますと，創立
50周年を迎えます。私どもはこれを記念して
何かやろうということを，いま議論しておりま
す。あまりお金がないものですから派手なこと
はできませんけれども，それをやるときには皆
様にご案内を差し上げますのでどうぞおいでく
ださい。
財団は，仁科先生の科学の発展を願うお気持

ちを引き継ぐ形で設立され，50年でここまで
まいりました。今後，よりいっそう科学技術
の振興と学術文化の交流をはかることにより，

世界文化の進展に寄与できることを念願して，
3日間の私のお話をここで終わらせていただき
ます。

（了）

〔次頁へ〕
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写真 仁科先生の書かれた色紙

［鎌田］：「これは私が理研に入って間もなくの
頃，まだ若くてペーペーで何も分からないもの
ですから，ずうずうしく色紙を持っていって，
『先生，何か書いてください』と言ったら，書
いてくださったものです。ほかの先生方は仁科
先生っていうのは，もうおっかなくてそんなこ
とはとても頼めないと思っていたらしいので
す。昭和 21年のことです。この色紙の本物は
理研の資料室に置いてあります。『国破れて山
河在り，城春にして草木深し』というのは，日
本が戦争に負けてサイクロトロンが壊されて，
先生はそういう当時のお気持ちを書かれたもの
だと思います。仁科先生の色紙というのは非常
に珍しいんだそうですので，ちょっとお目にか
けたしだいです。」

写真 第二次世界大戦後，日本で最初に作られ
たサイクロトロンのマグネット部分

［鎌田］：「この建物（アイソトープ協会本館）の
すぐ下にモニュメント風に置かれていますの
は，サイクロトロンのマグネットの部分です。
仁科先生が亡くなった後，半年ぐらいして，サ
イクロトロンの発明者であるローレンスが来た
んです。そのときに，戦前のサイクロトロンを
作ったときの同型のマグネットが残っているの
を見て，ローレンスはこれがあるのならサイク
ロトロンを作ればいいではないかと勧め，占領
軍にも何か言ってくれたらしい。それで理研
（当時の科学研究所）で作り 1952年にできまし
た。そして，理研が和光市に引っ越すまでアイ
ソトープを作るのに使っていたものです。」

写真 鎌田甲一氏（右）と西島和彦理事長（左）
（2004年 1月 30日，日本アイソトープ協会本館
（旧理化学研究所 23号館）前にて）

…………………………………………………………………………………………………

講 演 を 終 え て

写真とこぼれ話 2題
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（仁科記念財団の事務室と記念室：二階部分）
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                        注  釈 

 

 

注１. p１９ ミュー粒子発見の経緯 （文責 西村 純） 

 1930 年代には，世界各地で磁場付きの霧箱を用いた宇宙線の研究が行われていた。Neddermeyer と

Anderson は 電子より重く陽子より軽い新粒子の存在をPhysical Review 1937年３月に投稿，この論文は同誌

の５月号に掲載された。投稿後、４月のアメリカ物理学会で Street と Stevenson が同じような結論を報告した

事がこの論文の中に校正時に付記されている。なお, Street 達の学会報告の抄録は翌月の Physical Review 

６月号に掲載されている。 

仁科達は霧箱での研究中に、これらの論文の内容を知ったが，同年８月に質量決定のために条件の良い

粒子を捉えることができ，解析の結果、質量は電子の 180～260 倍と決定した。この報告は８月２８日に

Physical Review に受理され、 12 月１日に刊行された。 

一方Street と Stevenson は学会後にさらに解析を進め,新粒子の質量は電子の約１３０倍である旨Physical 

Review の Letters to the Editor に 10 月 6 日に報告，この論文は１１月１日に刊行された，Street 達の論文の

投稿は仁科達より約１月遅かったが，出版は速かったという事である。ただし、鎌田さんの講演では

Neddermeyer-Anderson と Street-Stevenson の論文が入れ違っているようにみえる。 

測定された質量は仁科等の精度が最も良く、現在知られているミュー粒子の質量、電子の 207 倍を正しく捉

えている。 

 

注２. p.26 右下から3行 「そして亡くなられてから4年たった1955年に、仁科記念 財団というものを作ろうとい

うことになりました」 に関し 

 財団設立の話は早くから出ていた。1953年の国際理論物理学会で、参加した多くの外国の科学者から財団

設立のための募金が行われている。 

       

注３. ｐ.32、仁科先生の色紙と年代 

 色紙を書いて頂いた昭和２１年は、鎌田さんは名古屋大学の学生で，理研の職員ではなかった、大学に入っ

てからも休学して，戦後も引き続き仁科研究室で手伝っていたので，理研の職員の気分になっていたようであ

る，鎌田さんが正式に理研の職員になったのは，大学を卒業した年の昭和２４年である。 
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